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研究の要旨 
 

 タイ･バンコクの高等学校で、日本語の授業から背を向け、集中できない生徒の指導に苦

慮した経験がある。この経験から、後期中等教育における日本語教育の実態をより深く捉

えることにより、原因と解決策が明らかになるのではないかと考えた。そこで、S 校で実

態調査を実施した。実態調査は、集団調査を 2 回、インタビュー調査を加えた計 3 回であ

る。1 回目の実態調査Ⅰは日本語を履修している生徒 212 人、2 回目の実態調査Ⅱは、4
年生(日本の高校 1 年に相当)のみを対象とした 70 人である。3 回目のインタビュー調査は、

2 回目の調査対象者から 23 人を抽出して実施した。 
 
 (1)調査ⅠA(日本語の基礎テスト：稿者作成調査票 A) 

ごく基礎的な文字の産出テストである。簡単な文字においても、定着状況の低さは全学

年に見られる。学年間におけるテストの成績の差は見られない。日本語の学習期間が長い

6 年生（高校 3 年生）においてもひらがなの五十音を習得していない生徒が多く存在し、

授業内容を理解できない状況が作り出されている。日本語の入門期においてすでに文字の

定着の低さが改善されぬまま、積み残し状態で、日本語学習を継続している。2 年、3 年と

学習を継続しても依然として入門期の内容に留まっている。日本語の定着の低さは、以外

にも学習を始めた直後に既に始まっている。 

 

(2) 調査ⅠB(アンケート調査：稿者作成調査票 B) 

20 項目から成る日本語に対する意識を調査するアンケートである。学年が進むにつれ、

または、学習期間が長くなるほど、日本語に対する興味や関心、さらには日本事情に対す

る意識後退を示す回答が多く見られた。「学習された無力感」（ドルニェイ：2005）を感じ

ている生徒の存在が目立ち、学習の動機の継続の難しさが回答から明らかになった。 

 

(3) 調査ⅡA(日本語の基礎テスト：稿者作成調査票 A) 

 4 年生を対象として、5 ヵ月後に同じテストを実施し、定着の状況変化を見たものである。 

全体的にはやや上昇が見られた。日々の日本語の授業を通して文字が定着し改善されてき

ている。また、1 回目の調査で 70 点以上の生徒は、2 回目でも点数が降下することなく上

昇を見せている生徒が多い。 

 

(4) 調査ⅡB(アンケート調査：稿者作成調査票 B) 

 4 年のこの時期では、全体的には興味・関心・意識の後退は見られず、向上している項

目が多く見られる。文字の定着が低い生徒が見られるものの、日本語を学習することに対

して期待感や夢をもっている生徒が多い。日本語を学び始めて 1 年目のこの時期は、たと

え定着状況が悪くても、指導方法によっては再びやる気を取り戻すことができるターニン

グポイントに当たる重要な時期といえる。 

 

今後の課題 

 日本語の定着の低さは、日本語学習がスタートした直後に既に始まっている。このこと

は、丁寧で確実な文字指導が入門期では特に必要であることを示している。その後の生徒

の学習意欲や動機を継続させる力になるからである。生徒が、日本語に対して学習効力感

をもてないことは、学習の意欲や動機の減退に繋がる。ひいては、日本や日本文化に対し

ても興味や関心を低下させる大きな原因となる。 

 こうした実態を解決するために、日本語の入門期における指導の重要性を確認し、具体

的に方策を開発していくことが、現在、後期中等教育の現場おいてとくに求められている 
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